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四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 
  

 

   

 

 
  

 
    

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 

  

(訂正前)

平成23年9月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)
平成23年2月15日

上 場 会 社 名 株式会社まんだらけ 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 2652 URL http://mandarake.co.jp

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)古川 益蔵
問合せ先責任者 (役職名)取締役経理部長 (氏名)川代 浩志 (TEL)03(3228)0007

四半期報告書提出予定日 平成23年2月14日

(百万円未満切捨て)

1. 平成23年9月期第１四半期の業績（平成22年10月1日～平成22年12月31日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年9月期第１四半期 1,977 4.6 200 59.3 155 58.2 85 70.8

22年9月期第１四半期 1,891 4.0 120 36.2 93 66.4 50 67.7

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年9月期第１四半期 77 85 ―

22年9月期第１四半期 45 59 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年9月期第１四半期 9,574 3,102 32.4 2,809 40

22年9月期 9,077 3,021 33.3 2,736 74

(参考) 自己資本 23年9月期第１四半期 3,102百万円 22年9月期 3,021百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年9月期 ― 0 00 ― 5 00 5 00

23年9月期 ―

23年9月期(予想) 0 00 ― 5 00 5 00

3. 平成23年9月期の業績予想（平成22年10月1日～平成23年9月30日）

(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,007 1.0 304 5.1 232 0.3 129 0.4 117 50

通期 8,193 0.9 641 2.6 517 14.2 272 8.8 247 01



  
(訂正後) 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 
  

 

 

 

 
  

 
    

 

 

 
  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 

  

平成23年9月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)
平成23年2月15日

上 場 会 社 名 株式会社まんだらけ 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 2652 URL http://mandarake.co.jp

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)古川 益蔵
問合せ先責任者 (役職名)取締役経理部長 (氏名)川代 浩志 (TEL)03(3228)0007

四半期報告書提出予定日 平成23年2月15日

(百万円未満切捨て)

1. 平成23年9月期第１四半期の業績（平成22年10月1日～平成22年12月31日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年9月期第１四半期 1,977 4.6 199 65.1 155 65.5 70 39.6

22年9月期第１四半期 1,891 4.0 120 36.2 93 66.4 50 67.7

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年9月期第１四半期 63 66 ―

22年9月期第１四半期 45 59 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年9月期第１四半期 9,407 3,086 32.8 2,795 40

22年9月期 9,077 3,021 33.3 2,736 74

(参考) 自己資本 23年9月期第１四半期 3,086百万円 22年9月期 3,021百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年9月期 ― 0 00 ― 5 00 5 00

23年9月期 ―

23年9月期(予想) 0 00 ― 5 00 5 00

3. 平成23年9月期の業績予想（平成22年10月1日～平成23年9月30日）

(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,007 1.0 304 5.1 232 0.3 129 0.4 117 50

通期 8,193 0.9 641 2.6 517 14.2 272 8.8 247 01



当第１四半期会計期間のわが国経済は、企業収益の回復傾向が見られるものの、原材料価格の先行き

不透明感や、デフレの進行もあり、依然として雇用情勢、所得環境の悪化から抜け切れず個人消費は低

迷し、厳しい状況が続いております。 

当社が属するまんが、アニメ関連業界及び古物取扱業界におきましては、消費者の低価格志向、節約

意識の高まりによって、景気の影響を大きく受けることなく業況は推移しておりますが、業界への新規

参入意欲と既存各社の拡大基調によって、企業間の競争は激化の一途をたどっております。 

このような経済環境におきまして、当社はこれまでの方針を継続し、全事業での積極的な営業活動を

展開するとともに、経営の効率化と経営基盤の強化安定に努めてまいりました。 

その結果、当第１四半期会計期間の売上高は1,977百万円（前年同四半期比4.6％増）、営業利益は

192百万円（前年同四半期比59.3％増）、経常利益は148百万円（前年同四半期比58.2％増）、四半期純

利益は85百万円（前年同四半期比70.8％増）となりました。 

  

(資産、負債及び純資産の状況） 

当第1四半期会計期間末における資産は、9,574百万円となりました。これは、主に売掛金の増加によ

るものであります。 

負債につきましては、6,472百万円となりました。これは、主に長期借入金の増加が、短期及び長期

借入金の返済を上回ることによるものであります。 

純資産につきましては、四半期利益の計上により、3,102百万円となりました。 

  

(キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前会計期間末に

比べ705百万円増加し、当第１四半期末には985百万円となりました。 

当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動による資金の増加は、33百万円となりました。これは主に税引前当期純利益156百万円、減

価償却費38百万円に対し、たな卸資産の増加が25百万円、売掛金の増加が185百万円あったことによる

ものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動による資金の増減は、特にございません。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動による資金の増加は、209百万円となりました。これは主に、長期借入による収入400百万円

が、短期及び長期借入の返済による支出を、上回ることによるものであります。 

  

(訂正前)

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報



  

当第１四半期会計期間のわが国経済は、企業収益の回復傾向が見られるものの、原材料価格の先行き

不透明感や、デフレの進行もあり、依然として雇用情勢、所得環境の悪化から抜け切れず個人消費は低

迷し、厳しい状況が続いております。 

当社が属するまんが、アニメ関連業界及び古物取扱業界におきましては、消費者の低価格志向、節約

意識の高まりによって、景気の影響を大きく受けることなく業況は推移しておりますが、業界への新規

参入意欲と既存各社の拡大基調によって、企業間の競争は激化の一途をたどっております。 

このような経済環境におきまして、当社はこれまでの方針を継続し、全事業での積極的な営業活動を

展開するとともに、経営の効率化と経営基盤の強化安定に努めてまいりました。 

その結果、当第１四半期会計期間の売上高は1,977百万円（前年同四半期比4.6％増）、営業利益は

199百万円（前年同四半期比65.1％増）、経常利益は155百万円（前年同四半期比65.5％増）、四半期純

利益は70百万円（前年同四半期比39.6％増）となりました。 

  

(資産、負債及び純資産の状況） 

当第1四半期会計期間末における資産は、9,407百万円となりました。これは、主に現金及び預金の増

加によるものであります。 

負債につきましては、6,321百万円となりました。これは、主に長期借入金の増加が、短期及び長期

借入金の返済を上回ることによるものであります。 

純資産につきましては、四半期利益の計上により、3,086百万円となりました。 

  

(キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前会計期間末に

比べ710百万円増加し、当第１四半期末には990百万円となりました。 

当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動による資金の増加は、47百万円となりました。これは主に税引前当期純利益129百万円、減

価償却費38百万円に対し、たな卸資産の増加が25百万円あったことによるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動による資金の増減は、特にございません。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動による資金の増加は、209百万円となりました。これは主に、長期借入による収入400百万円

が、短期及び長期借入の返済による支出を、上回ることによるものであります。 

  

(訂正後)

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報



当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年

３月31日）を適用しております。 

この変更による損益に与える影響はありません。 

なお、当社は賃貸借契約に基づき使用する事務所等については、退去時における原状回復に係る債務

を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現在のところ移転等も予

定されていないことから、資産除去債務を合理的に見積もることが出来ません。そのため、当該債務に

見合う資産除去債務を計上しておりません。 

  

(訂正後) 

当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年

３月31日）を適用しております。 

この変更による損益に与える影響はありません。 

  

(訂正前)

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要



(訂正前)

3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 279,622 990,087

受取手形及び売掛金 131,650 368,048

商品及び製品 3,820,115 3,798,276

仕掛品 570 557

原材料及び貯蔵品 21,666 20,841

繰延税金資産 190,812 222,956

その他 111,234 126,953

貸倒引当金 △1,072 －

流動資産合計 4,554,600 5,527,721

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※１ 2,484,463 ※１ 2,489,592

減価償却累計額 △1,052,147 △1,169,298

建物及び構築物（純額） 1,432,315 1,320,293

土地 ※１ 2,175,269 ※１ 2,175,269

その他 561,555 537,966

減価償却累計額 △491,814 △481,193

その他（純額） 69,741 56,773

有形固定資産合計 3,677,326 3,552,336

無形固定資産 46,954 38,183

投資その他の資産

投資有価証券 31,620 926

差入保証金 318,831 320,571

繰延税金資産 83,978 103,331

その他 61,677 49,033

貸倒引当金 △27,614 △17,375

投資その他の資産合計 468,494 456,488

固定資産合計 4,192,776 4,047,009

資産合計 8,747,376 9,574,730



(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 36,804 52,597

短期借入金 2,425,001 76,668

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 341,972 ※１ 336,465

1年内償還予定の社債 ※１ 198,500 ※１ 96,000

未払法人税等 110,644 120,723

賞与引当金 76,824 71,137

返品調整引当金 9,014 －

その他 216,453 393,491

流動負債合計 3,415,215 1,147,083

固定負債

社債 ※１ 1,028,250 ※１ 1,036,000

長期借入金 ※１ 1,307,910 ※１ 4,072,392

退職給付引当金 168,822 207,066

その他 5,227 9,760

固定負債合計 2,510,209 5,325,219

負債合計 5,925,425 6,472,302

純資産の部

株主資本

資本金 837,440 837,440

資本剰余金 1,117,380 1,117,380

利益剰余金 999,757 1,280,443

自己株式 △132,712 △132,782

株主資本合計 2,821,865 3,102,480

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 86 △52

評価・換算差額等合計 86 △52

純資産合計 2,821,951 3,102,428

負債純資産合計 8,747,376 9,574,730



  
(訂正後) 

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 990,087 736,290

受取手形及び売掛金 173,048 182,352

商品及び製品 3,798,276 3,770,598

仕掛品 557 2,569

原材料及び貯蔵品 20,841 20,841

繰延税金資産 222,956 189,704

その他 126,953 99,665

貸倒引当金 － －

流動資産合計 5,332,721 5,002,022

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※１ 2,507,538 ※１ 2,489,592

減価償却累計額 △1,169,877 △1,140,186

建物及び構築物（純額） 1,337,661 1,349,406

土地 ※１ 2,175,269 ※１ 2,175,269

その他 537,966 541,324

減価償却累計額 △481,193 △479,754

その他（純額） 56,773 61,570

有形固定資産合計 3,569,704 3,586,247

無形固定資産 38,183 41,576

投資その他の資産

投資有価証券 926 926

差入保証金 320,571 320,571

繰延税金資産 114,089 92,831

その他 49,033 50,315

貸倒引当金 △17,375 △17,425

投資その他の資産合計 467,246 447,217

固定資産合計 4,075,134 4,075,042

資産合計 9,407,855 9,077,064



 
  

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 37,597 30,684

短期借入金 76,668 203,338

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 336,465 ※１ 352,882

1年内償還予定の社債 ※１ 96,000 ※１ 96,000

未払法人税等 120,723 166,201

賞与引当金 71,137 38,359

返品調整引当金 － 7,543

その他 213,491 197,548

流動負債合計 952,083 1,092,558

固定負債

社債 ※１ 1,036,000 ※１ 1,036,000

長期借入金 ※１ 4,072,392 ※１ 3,720,066

資産除去債務 43,805 －

退職給付引当金 207,066 196,334

その他 9,760 10,133

固定負債合計 5,369,025 4,962,534

負債合計 6,321,108 6,055,092

純資産の部

株主資本

資本金 837,440 837,440

資本剰余金 1,117,380 1,117,380

利益剰余金 1,264,762 1,199,987

自己株式 △132,782 △132,782

株主資本合計 3,086,800 3,022,024

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △52 △52

評価・換算差額等合計 △52 △52

純資産合計 3,086,747 3,021,972

負債純資産合計 9,407,855 9,077,064



(訂正前)

(2) 四半期損益計算書

【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 1,891,300 1,977,581

売上原価 937,934 994,931

売上総利益 953,366 982,649

返品調整引当金戻入額 － 7,543

返品調整引当金繰入額 9,014 －

差引売上総利益 944,351 990,193

販売費及び一般管理費 ※ 823,525 ※ 790,117

営業利益 120,826 200,075

営業外収益

受取利息 15 5

債務勘定整理益 8,085 －

その他 10,924 3,106

営業外収益合計 19,025 3,112

営業外費用

支払利息 20,682 30,796

社債利息 5,690 5,352

その他 19,671 11,064

営業外費用合計 46,044 47,212

経常利益 93,806 155,975

特別利益

貸倒引当金戻入額 100 50

特別利益合計 100 50

税引前四半期純利益 93,906 156,025

法人税、住民税及び事業税 73,561 113,800

法人税等調整額 △30,008 △43,752

法人税等合計 43,553 70,047

四半期純利益 50,352 85,977



  
(訂正後) 

 
¶新規に挿入された段落 

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 1,891,300 1,977,581

売上原価 937,934 994,931

売上総利益 953,366 982,649

返品調整引当金戻入額 － 7,543

返品調整引当金繰入額 9,014 －

差引売上総利益 944,351 990,193

販売費及び一般管理費 ※ 823,525 ※ 790,696

営業利益 120,826 199,496

営業外収益

受取利息 15 5

債務勘定整理益 8,085 －

その他 10,924 3,106

営業外収益合計 19,025 3,112

営業外費用

支払利息 20,682 30,863

社債利息 5,690 5,352

その他 19,671 11,064

営業外費用合計 46,044 47,279

経常利益 93,806 155,328

特別利益

貸倒引当金戻入額 100 50

特別利益合計 100 50

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,792

特別損失合計 － 25,792

税引前四半期純利益 93,906 129,586

法人税、住民税及び事業税 73,561 113,800

法人税等調整額 △30,008 △54,510

法人税等合計 43,553 59,289

四半期純利益 50,352 70,296



(訂正前)

(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 93,906 156,025

減価償却費 41,274 38,106

貸倒引当金の増減額（△は減少） △100 △50

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,625 32,777

返品調整引当金の増減額（△は減少） 9,014 △7,543

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,341 10,732

受取利息及び受取配当金 △25 △15

支払利息 26,373 36,148

為替差損益（△は益） 234 234

売上債権の増減額（△は増加） △4,180 △185,695

たな卸資産の増減額（△は増加） △125,045 △25,666

仕入債務の増減額（△は減少） △7,774 21,912

その他 △132,038 △25,615

小計 △53,394 51,350

利息及び配当金の受取額 15 5

利息の支払額 △7,920 △7,920

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3 △3

営業活動によるキャッシュ・フロー △61,302 43,432

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,704 －

無形固定資産の取得による支出 － －

投資有価証券の売却による収入 10,000 －

その他 － △50

投資活動によるキャッシュ・フロー 8,295 △50

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 －

短期借入金の返済による支出 △386,666 △126,670

長期借入れによる収入 550,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △92,818 △58,535

社債の償還による支出 △3,750 －

リース債務の返済による支出 △373 △124

配当金の支払額 △5,521 △5,521

財務活動によるキャッシュ・フロー 160,871 209,149

現金及び現金同等物に係る換算差額 △234 △234

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 107,629 252,297

現金及び現金同等物の期首残高 171,993 733,290

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 279,622 ※ 985,587



  
(訂正後) 

 
  

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 93,906 129,586

減価償却費 41,274 38,106

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,792

貸倒引当金の増減額（△は減少） △100 △50

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,625 32,777

返品調整引当金の増減額（△は減少） 9,014 △7,543

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,341 10,732

受取利息及び受取配当金 △25 △15

支払利息 26,373 36,148

為替差損益（△は益） 234 234

売上債権の増減額（△は増加） △4,180 △2,520

たな卸資産の増減額（△は増加） △125,045 △25,666

仕入債務の増減額（△は減少） △7,774 21,912

その他 △132,038 △203,643

小計 △53,394 55,850

利息及び配当金の受取額 15 5

利息の支払額 △7,920 △7,920

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3 △3

営業活動によるキャッシュ・フロー △61,302 47,932

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,704 －

無形固定資産の取得による支出 － －

投資有価証券の売却による収入 10,000 －

その他 － △50

投資活動によるキャッシュ・フロー 8,295 △50

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 －

短期借入金の返済による支出 △386,666 △126,670

長期借入れによる収入 550,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △92,818 △58,535

社債の償還による支出 △3,750 －

リース債務の返済による支出 △373 △124

配当金の支払額 △5,521 △5,521

財務活動によるキャッシュ・フロー 160,871 209,149

現金及び現金同等物に係る換算差額 △234 △234

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 107,629 256,797

現金及び現金同等物の期首残高 171,993 733,290

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 279,622 ※ 990,087
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1.  平成23年9月期第1四半期の業績（平成22年10月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年9月期第1四半期 1,977 4.6 199 65.1 155 65.5 70 39.6
22年9月期第1四半期 1,891 4.0 120 36.2 93 66.4 50 67.7

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年9月期第1四半期 63.66 ―
22年9月期第1四半期 45.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年9月期第1四半期 9,407 3,086 32.8 2,795.40
22年9月期 9,077 3,021 33.3 2,736.74

（参考） 自己資本   23年9月期第1四半期  3,086百万円 22年9月期  3,021百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年9月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
23年9月期 ―
23年9月期 

（予想） 0.00 ― 5.00 5.00

3.  平成23年9月期の業績予想（平成22年10月1日～平成23年9月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計) 4,007 1.0 304 5.1 232 0.3 129 0.4 117.50

通期 8,193 0.9 641 2.6 517 14.2 272 8.8 247.01



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年9月期1Q 1,206,000株 22年9月期  1,206,000株
② 期末自己株式数 23年9月期1Q  101,777株 22年9月期  101,777株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年9月期1Q 1,104,223株 22年9月期1Q 1,104,289株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、提出時点において金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続を終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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